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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

 従来の近代農業が「多収・経済性」を第一義的に考えてきたのに対して、本研究では「持続性の担保・

環境負荷の低減」を重視した「ミニマム・ロスの農業」への転換を目指すために、１）下層土からの溶

存成分の流出、２）土壌表層からのガス成分としての放出、３）土壌浸食を通した土壌粒子の損失をミ

ニマム・ロスの３つの具体的な課題として取り上げ、アジア・アフリカの森林及び農耕地において調査

研究を推進している。 

その中で、窒素肥料の投入効果の漸減と環境負荷発生との関係について関数化と閾値の特定、森林及

び農耕地での有機物、窒素、リン等の動態に関する知見において優れた研究成果を上げており、研究は

着実に進捗していると評価する。 


